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故・橋本宏先生 年譜

＜略歴＞
1930年、横浜市に生まれる。1953年 3

月、早稲田大学教育学部英語英文学科卒
業。1957年 3月、早稲田大学大学院文
学研究科修士課程を修了。同年 4月、早
稲田大学教育学部全日制副手。1959年 4

月、早稲田大学教育学部助手。1962年 9

月、アメリカ・ステットソン大学大学院
に留学し、1964年 3月に M.A.を取得。
1964年 4月、早稲田大学教育学部専任
講師。1968年 4月、早稲田大学助教授。
1973年 4月、早稲田大学教授。1986年
11月早稲田大学理事、早稲田実業学校理事長、早稲田高等学校理事に
就任。1990年 4月から早稲田大学大学院教育学研究科教授を務める。

＜主要業績＞
【主な著訳書】

1961年『英米文学入門』（共編著）　鳳書房。
1983年『去勢』（単訳）― (Kingsley Amis: The Alteration)サン・リオ社。
1992年『英米小説序説』（編著）　松柏社。
1996年 『D. H. ロレンスの故郷』 （単訳）― (Roy Spencer: D. H. Lawrence 

Country)松柏社。
1998年 『イギリス小説の勃興』（共訳）― ( Ian Watt: The Rise of the 　　

Novel )鳳書房。
2000年『D. H. ロレンス研究―その生涯と作品』（単著）　鳳書房。
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【辞書・辞典】（部分執筆）
1964年『新和英中辞典』（増田綱編）　研究社。
1970年『学研・学習大百科事典』10巻「英文法」学習研究社。
1976年 『中学英語指導法事典』（稲村松雄・納谷友一・鳥居次好編） 

開隆堂出版。
1984年『ライトハウス和英辞典』（小島義郎・竹林滋）研究社。
1996年 『カレッジ・ライトハウス和英辞典』（小島義郎・竹林滋・中

尾啓介編） 研究社。

【論文】
1989年 「『恋する女たち』において否定された人々」『学術研究』第38

号。
1990年 「『恋する女たち』において肯定された人々―Birkinと

Ursula」『学術研究』第 39号。
1991年「D. H. Lawrence : 『虹』研究―(1)」『学術研究』第 40号。
1993年「D. H. Lawrence : 『虹』研究―(2)」『学術研究』第 41号。
1995年「『アロンの杖』について」『学術研究』第 43号。
1996年「『カンガルー』について」『学術研究』第 44号。
1997年「『羽を持つ蛇』について」『学術研究』第 45号。
1998年「『チャタレイ夫人の恋人』について」『学術研究』第 46号。
1999年 「ロレンス晩年の作品『死んだ男』を中心として」『学術研

究』第 47号。
2000年「D. H. ロレンスをめぐる女性たち」『学術研究』第 48号。

（作成：大石　瑶子）


